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18)鼻 部の筋に関する解剖学的研究

○祐川 励起,宇 佐美晶信,斉 藤 博

深井 直実,伊 藤 一三

(奥羽大.歯.生 体構造)

【緒 言】鼻部の筋は皮下の結合組織 と交錯 して

いて肉眼解剖の手法で剖出す るのが困難 なため,

筋構成に関 して不明な点が多い。そこで,最 も剖

出の困難な鼻翼部の連続パ ラフィン切片を作成 し

て組織学的に観察 し,鼻 翼部の筋構成 を明 らかに

した(奥 羽大歯学誌35;161-167,2008)。 今回,

鼻翼部以外の部位(鼻 中隔,鼻 尖,外 鼻孔底,鼻

背)を 観察 して鼻部全体の筋構成 を明 らかにした。

【材料 と方法】奥羽大学歯学部生体構造学講座所

蔵の解剖実習用遺体15体(男 性;9体,女 性6体,

平均年齢;72.5歳)を 用いた。鼻部の筋の剖出を

実体顕微鏡下で行い,剖 出出来ない部位は組織学

的に観察 した。

【結果 と考察】鼻中隔下制筋は上顎切歯歯槽隆起

内側から起始する。この筋は肉眼解剖の手法で鼻

中隔手前 まで剖出出来た。次に鼻中隔部を組織学

的に観察 し,筋 線維束が前方に向かって走行 して

鼻尖手前の皮下の結合組織に停止 しているのを確

認 した。鼻中隔前方の鼻尖部を組織学的に観察す

ると,鼻 部構成軟骨(大 鼻翼軟骨)を 皮膚が覆 っ

た状態で筋線維束は確認 されなかった。鼻中隔下

制筋の起始部外側の筋線維束は外鼻孔底に向かう。

この線維束は起始部だけ剖出出来た。組織学的観

察では線維束が横走する口輪筋の線維束問を上方

ないし前上方に向かい皮下の結合組織 に停止 して

いた。外鼻孔底の筋の起始部外側から鼻筋が起始

し,上 方に向かって鼻背(横 部)と 鼻翼(翼 部)

に至る。横部は肉眼解剖の手法で剖出出来た。組

織学的観察でも内上方に向か う板状の線維束 とし

て確認 された。翼部は,鼻 翼部の組織学的観察で
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横走する線維束として確認 された。上唇鼻翼挙筋

は上顎骨前頭突起から起始 して下方に向かい大部

分が上唇に,内 側の一部線維束が向きを変 えて鼻

翼部に進入する。内側の線維束は鼻翼部手前まで

剖出出来た。鼻翼部の組織学的観察では,内 下方

に向か う線維束 として確認出来た。

以上の観察結果 と鼻翼部で確認 した鼻翼部固有

の線維束の走行状態か ら,鼻 孔拡大は上唇鼻翼挙

筋の内側の一部線維束と鼻翼部固有の線維束によ

り,縮 小は鼻中隔下制筋 と外鼻孔底の線維束 さら

に鼻筋の横部 と翼部によりなされると思われた。
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